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た特産品の特徴を書いたPOPで来場者にお声掛け。味噌や長ねぎ、かぼちゃな
どをふんだんに使用した224ピースのピザを販売しました。また6年生は同日に
塩谷集落で開催された「塩谷の町屋散策」とのコラボ企画として、ダンス披露や
スタンプラリー、実況、そして全校児童でかみはやし音頭を踊っていただき両会
場を盛り上げてくださいました。ピザ購入者にお配りしたアンケートでは、ピザの
美味しさについてのコメントの他、子ども達の頑張る姿に元気をもらった、今後も

ハロウィン＆かかし祭事業

6月初旬、かぼちゃ苗の定植
作業を行っていただきました。
今年度は30名の地域の方と
近隣の小・中学校、保育園の
みなさんにご協力をいただき
ました。

今年は神納小学校２年生の学年行事
で、ススキのふくろうを作っていただきま

10月中旬、小学校・保育園では収穫したかぼ
ちゃにマジックやリボンなどを使い飾りつけ、中学
校では１年生のみなさんが、ジャンボかぼちゃを
くり抜きランタンに加工してくださいました。

24日のランタン点灯式

神林中学校 みのり保育園

神納小学校

みのり保育園

平林小学校

ジャンボかぼちゃの重量コンテスト
では大矢さんが栽培した59.5kg
のかぼちゃが優勝となりました！

将来を担う子ども達にもっと神林を
知ってもらい、地域に愛着を持って欲
しいとの思いから、令和5年より実施
している学校連携事業。今年度は平
林小学校5年生に神林産品を使用し

10月25日（土）・26日（日）道の駅神林「穂波の里」を会
場に「ハロウィン＆かかし祭」を開催しました。今年も地域の
みなさんが制作したユニークなかかしや小・中学校、保育園
のみなさんが制作したかわいいハロウィンかぼちゃ、ススキの

神林中学校

平林小学校児童によるダンス披露とかみはやし音頭

たピザ販売、そして6年生にはハロウィン＆かかし祭
のプロデュースに取組んでいただきました。 「神林
ピザ」の販売では生産者の方から教えていただい

学校連携事業

おめでとうございます！
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取り組みを続けて欲しいと嬉しいご意見をたくさんいただきました。

した。ご協力ありがとうございました。

ふくろうがにぎやかに来場者をお出迎えしました。



 Facebook

神林地区関係人口
創出事業実行委員会

当実行委員会では活動の内容を村上市ホームページやSNSで発信しています！
どうぞご覧ください。

◆神林地区関係人口創出事業実行委員会
（神林支所地域振興課自治振興室内）

◆電話：66-6122
◆ k.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp

【助成金】 活動運営費として年額８０，０００円（上限） ※金額を調整させていただくことがございます

【受付募集期間】 ３月９日（月）～４月10日（金）まで

◎助成対象条件など詳しくは事務局（神林支所地域振興課自治振興室）66-6122 までお問い合わせください

神林地区の住民が主体となり、市内外の方々と一緒になって地域づくりなどに取り組む団体活動を支援します！

活動団体の募集について関係人口創出（地域づくり活動サポート事業）

お幕場茶会実行委員会
（荒川神林商工会）

日本の伝統文化であるお茶の湯を
多くの方に親しんでいただくとともに
同会場で地区内事業者の物産販売

令和８年度

地域資源を活用した活動や地域づくり活動など、関係人口創出・拡大を目的に活動する団体
活動を支援しました。令和７年度は未来no創造labo、お幕場茶会実行委員会、ももかわ桃
源郷倶楽部、塩谷活性化推進協議会の活動に対し助成いたしました。

塩谷活性化推進協議会

日本遺産認定の北前船寄港地とし
て栄えた塩谷集落において、市内外
の人と交流を図り町の賑わい創出を

数年前より交流を続けている新潟医
療福祉大学の教授、学生、留学生と
市内外の方が参加。今回で3回目の

ももかわ桃源郷倶楽部

当実行委員会では皆さんのご意見・
ご感想・活動のアイデアを募集して
います。

こちらから
アクセス
できます！

※村上市HPは「神林地区関係人口創出事業実行委員会」で検索してください。

研修事業

11月下旬、首都圏から村上市山熊田集落へ移住し、羽越しな布の製造・普及
活動をされている大滝ジュンコさんと丹羽梢さんを訪ね、移住のきっかけや地
域の魅力など移住者としてのお話をお聞きしました。山熊田集落公民館を会
場に行われた懇談会は、ストーブを囲み和やかな雰囲気ですすめられました。
「山熊田には自分に足りないものがあった」「毎日が学びで楽しい」と笑顔で
話すお二人からは、山熊田集落のみなさんの団結力や昔から伝わる生きるた
めの知恵などの人間力が魅力で、移住を決断する大きなきっかけとなったこと
を教えてくださいました。山熊田工房ではお二人が普及活動を行う羽越しな布
の製造を見学させていただきました。樹皮の採取から織り上げまで、全ての工
程を手作業で行うしな布製造は非常に手間がかかりますが、伝統を守りつつ
布の藍染めや、草木染めなども取り入れその価値を多くの方に知ってもらうた

地域づくり活動サポート事業

Instagraｍ

令和７年度 助成団体の

活動をご紹介します！

大滝さん（左）
と丹羽さん（右）

未来no創造labo （小岩内）

5月18日
「第35回 村上市お幕場茶会」

を行うことで、地域の魅力を地域内外に発信し地域活性化をはか
ることを目的として開催されました。今年は約1200人が来場。ア
ンケートでは市外や海外からの来場者もおり、またリピーターが7

12月7日
「新蕎麦打ちとワークショップ」

参加となる方もいるほど人気の新蕎麦打ちですが、美味しい蕎麦
を食べた後に今回は地域課題に対する解決策を話し合うワーク
ショップ「どーする?！桃川」を開催。テーマ毎に地元住民と大学生

10月25日
「塩谷の町屋散策」

目的として開催。午前には平林小学校児童による町屋ガイドや
ダンス披露、スタンプラリー、午後は旧醤油蔵でミニライブが行
われました。歴史的建造物の見学やお茶や和菓子、軽食販売な
ども行われ塩谷の魅力を存分に堪能できるイベントとなりました。

10月11日
「ミニトマトの収穫体験」

小岩内の自然豊かな景色を味わい
ながら、農作物の収穫を体験しても
らい、食の大切さや地域の素晴らし

さを存分に味わってもらいたいとミニトマトの収穫体験を開催しま
した。今回は群馬県と新潟市より5名が参加し、収穫体験の後に
行った交流会では小岩内集落の空き家問題についてのディスカッ

の真摯な話し合いがなされ、実り多いものとなったそうです。

割もいるとの結果から人気の高さがうかがえます。ションなども行われたとのことです。

め、今後も普及活動を続けていくとお話ししてくださいました。
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